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Ⅰ　基本方針
すべての花巻市民を対象に「地域を支える情報基盤」・「生涯学習の拠点」・「知的資産の保存施設」としての図書館運営を目指します。

Ⅱ　重点目標
１　生涯学習の推進
・市民が生涯にわたって学ぶ習慣を身につけるため、知り学び楽しめる図書館として、良質な資料の充実に努めるとともに、市民が主体的に行う生涯学習活動を支援します。
・視聴覚資料や視聴覚ライブラリーを有効に活用していただくため、各種団体へおすすめ資料の紹介や資料所蔵情報を広く提供し、利用団体の増加を図るとともに、映画会などの出前講座や操作技術講習会を開催し、サービスの向上に努めます。
２　読書活動の推進
・第三次花巻市子ども読書活動推進計画に基づき、関係機関団体と連携して子どもの読書活動を推進するとともに、子どもが自主的に楽しみながら読書活動を行うことができるよう、読書おもいで帳の利用促進を図るなど読書環境の整備に努めます。また、令和3年度は第三次花巻市子ども読書活動推進計画の最終年度にあたるため、同計画の成果を検証し現状を把握したうえで、より実行性のある第四次計画の策定を進めます。
・新型コロナウイルス感染症の影響で、これまでと同じようにはおはなし会やブックスタートなどの事業を開催できない状況にありますが、開催方法を工夫しながら、可能な限り市民を対象とした事業を企画開催し、家庭での読書習慣の定着化や図書館への理解を深める活動を行います。
・電子図書館やオンラインデータベース、アーカイブの構築など、さまざまな生活様式に応じて市民が読書を楽しめるよう、新花巻図書館建設に合わせ、新しいツールの導入について検討します。
３　図書館サービスの充実
・定期的なアンケート調査等により利用者ニーズの把握に努めるとともに、質の高いサービスを提供できるよう、自己研さんや専門研修受講等により職員のスキルアップに努めます。
・新型コロナウイルス感染症対策を継続し、利用者が安心して図書館を利用いただけるよう、感染状況のレベルに応じた施設管理に努め、併せて「花巻市立図書館新型コロナウイルス感染症対策マニュアル」に基づき適切に図書館を運営します。
・利用者の安全で快適な利用空間を確保するため、必要な修繕を行うなど適切な施設管理に努めます。
・市内記念館・資料館・博物館等の所蔵する郷土の先人関係等の閲覧可能な資料の情報を集約し広く発信します。

Ⅲ　各館重点事項
（１）花巻図書館重点事項
　　①　市内振興センター等が行う生涯学習事業を支援するため、視聴覚ライブラリーの利用について積極的に情報発信し、視聴覚ライブラリーの利用増進を図ります。
　　②　子どもたちが本や図書館とふれ合えるように、図書館ボランティア団体等と連携して読み聞かせやイベントなどを開催し、子どもたちの読書活動の推進を図ります。
③　すべての年代の利用者の幅広い資料要求にこたえるため、多様な資料の収集に努め、利用者の読書活動を支援します。
④　地域の歴史や文化、先人など、特色ある資料の収集に努めるとともに、利用者の利便性向上や新花巻図書館への移行準備のため、郷土資料の書誌データの整理や図書資料のデータ整備を行います。
（郷土資料　全体29,892冊のうち12,800冊が対象）
⑤　多種多様な資料や情報の中から、利用者とその人が必要としている資料等を的確につなげ、一人ひとりの知的活動を支援するため、質の高いレファレンスを提供できるよう、専門研修を受講するなど司書の専門性を高めるとともに、利用しやすい館内表示や掲示、動線の確保に努め、サービスの向上を目指します。
（２）大迫図書館重点事項
①　大迫町の特産物であるブドウやワインに関連する資料収集に努め、地域行事等に合わせた図書展や企画展を開催します。また、利用者が使いやすく、いつ来館されても必要な資料を閲覧できるよう郷土資料や神楽資料の適切な整備を行い、迅速かつ丁寧なレファレンスサービスの提供に努めます。
②　大迫地域の３つの小学校の統合に伴う子どもたちや地域の環境変化に合わせながら学校や教育機関との連携及び交流を通じて、子どもたちの自主的な読書活動の推進を図ります。また、ボランティアと連携しながら郷土の伝説や昔話にふれあう機会の提供と次世代への継承に努めます。
③　生涯学習活動を行う場として利用環境の整備に努めるとともに、司書の専門性を高めるための研修へ積極的に参加し職員の資質向上を図ります。
（３）石鳥谷図書館重点事項
　　①　「実はすごい！石鳥谷の匠展」を通じて、石鳥谷地域の様々な分野の『匠』の掘り起しを行い、その活躍の様子を情報発信することによりあらためて地域を見直す機会とします。
②　利用者に対して充実した図書館サービスを提供するために、バランスの良い資料収集に努めます。質の高いレファレンスや資料収集が行える職員を養成するため、専門研修に参加します。
③　地域の歴史や文化・産業に根差した資料や情報を、積極的に収集・保存するとともに、関係機関と連携し情報の収集と発信に努めます。
④　石鳥谷地域の学校や図書ボランティアが行う学校図書館での活動を支援し、小中学校との連携により読書推進を図ります。
　　⑤　石鳥谷地域の社会福祉施設と連携し、障がいのある方への理解を促す講演会を開催します。
（４）東和図書館重点事項
　　①　図書館ボランティア団体等との連携により“子ども”と“本”との出会いの機会を作ることに努め、子どもたちの読書活動の推進を図ります。
②　特徴ある地域館づくりを目指し、地域の文化施設等との関連企画図書展を開催し、相互広報強化による利用促進を図ります。
③　充実した図書館サービスを提供するため、社会の動向を見据えながら、利用者の求める課題解決等に向けた資料収集と提供に努めます。また、年齢や性別、障がい等の枠にとらわれない環境づくりとサービスに努めます。
　　④　地元小中学校の図書の貸出やおすすめリストの提供などで学校図書館活動の支援に努めます。
⑤　相談機能の維持充実を図るために地域情報の収集や発信に努めるとともに、地域に根差したレファレンス提供を目的に職員自ら地域の文化、歴史、産業等を学び専門性を高め資質向上を図ります。

Ⅳ　事業計画の概要
	区分
	事業名
	内容等
	対　象
	時　期

	図書館資料の充実
	図書館資料の
選定・収集
	各館共通
市民の多様な要求に応える図書館資料の収集に努める。
１　レファレンス資料の充実
２　郷土資料の収集
３　他の図書館及び関係機関と連携を密にし、図書館資料の相互貸借を推進する。
４　より多くの種類の資料を収集するため、各館で特色ある図書を収集するなど分担収集に努め、市立図書館全体の図書館資料の充実を図る。
【花巻図書館】
・一般図書　　2,000冊
・児童図書　　1,000冊
・雑誌　　　 73誌
・新聞　　　 15紙
	市 民
	年 間

	区分
	事業名
	内容等
	対　象
	時　期

	図書館資料の充実
	図書館資料の
選定・収集
	【大迫図書館】
・一般図書　　　450冊
・児童図書　　　110冊
・雑誌　　　 18誌
・新聞　　　　5紙
【石鳥谷図書館】
・一般図書　　　600冊
・児童図書　　　300冊
・雑誌　　　 23誌
・新聞　　　　5紙
【東和図書館】
・一般図書　　　450冊
・児童図書　　　300冊
・雑誌　　　 25誌
・新聞　　　　7紙
	市 民
	年 間

	
	資料の整備保存
	郷土資料及び寄贈図書資料等を整理し利用に供する。
・図書資料の分類整備、装備、配架
・図書資料の補修、蔵書点検等
・蔵書目録の整備とホームページでの公開
	市 民
	年間

	図書館奉仕活動
	館内奉仕
	各館共通
１　図書館資料の検索と閲覧、貸出サービス
２　レファレンスや予約サービスの充実
３　読書普及活動のための関係団体との連携
４　職場体験、施設見学受け入れ
	市 民
	年 間

	
	館外奉仕
	各館共通
１　移動図書館による巡回貸出サービス
２　ブックスタート（５か月児）及びブックスタートプラス（１歳６か月児）の実施
３　幼稚園、保育園、小中学校や読書グループ、企業、老人福祉施設等への団体貸出サービス
４　読書普及活動を行うボランティア活動の育成支援（スキルアップ講座）
５　出前講座
	市 民
	年 間

	区分
	事業名
	内容等
	対　象
	時　期

	読書普及活動
	読書普及
	読書の普及を図るため、関係団体と連携し、活動の充実拡大に努める。
各館共通
１　子ども読書の日　　　　　4/23
２　第63回こどもの読書週間  4/23～5/12
３　第75回全国読書週間　   10/27～11/9
４　第62回岩手の読書週間   2/1～2/14
５　花巻市みんなでライブラリー（年間）
６　読書おもいで帳の利用促進（年間）
	市 民
	対象期間

	集会・行事等
	行事等の開催
	各館共通
　図書館の文化的機能と役割を果たすため、図書館資料の活用や関係団体と連携して諸行事を開催し、学習機会や読書につながる事業の提供に努める。
（視聴覚）
・夏・冬休み巡回こども映画会
（読書推進）
・花巻市みんなでライブラリー
・読書活動推進スキルアップ講座

【花巻図書館】
（視聴覚）
・こども映画会（毎月第３木曜日）
・休日ほっと映画会（毎月第４日曜日）
・冬休み、春休み映画会
・読書週間映画会（春・秋）
・バリアフリー映画会
・16ミリ映写機操作技術講習会
（読書推進）
・おはなし会（対象年齢別に実施0～２歳、3～4歳、幼児・小学校低学年）
・読書週間行事 おはなし会や人形劇の上演
・文学講座
・岩手県立図書館巡回展
・企画図書展

	市 民
	年 間

	区分
	事業名
	内容等
	対　象
	時　期

	集会・行事等
	行事等の開催
	【大迫図書館】
・映画会
・おはなし会（毎月第２日曜日）
・ボランティア育成講座
・企画展
・ギャラリー展
・各種読書週間等関連事業
・岩手県立図書館巡回展
・テーマ図書展
・リサイクルブックフェア（年２回）
【石鳥谷図書館】
・土曜わくわくタイム（土曜日・月４回、おはなし会と映画会）
・日曜映画会（一般向、年２回程度）
・おばけ映画会
・実はすごい！石鳥谷の匠展
・岩手県立図書館巡回展
・企画図書展
・市民ギャラリー展
・各種読書週間等関連事業
・本のリサイクル広場（年３回）
・地域の障がい者施設との連携によるワークショップ
【東和図書館】
・土曜親子映画会（毎月第２土曜日）
・日曜くつろぎの映画会（毎月第４日曜日）
・読み聞かせ会（毎月第２土曜日）
・ボランティア団体協力事業：本の病院
・各種読書週間等関連事業
・岩手県立図書館巡回展
・企画図書展
・ギャラリー展
・図書館支援団体主催事業
　古本市（４月・12月）
　クリスマスこどもまつりin図書館(12月)

	市 民
	年 間

	区分
	事業名
	内容等
	対　象
	時　期

	管理運営体制
	図書館協議会
	図書館の運営や図書活動について協議する。
	委 員
	年３回

	
	コンピューターの運用
	各館共通
　コンピューターシステムの円滑な運用を図り、資料のデータ化及びICによる管理のほか、インターネットを活用した図書の検索・予約等、自動貸出システムによる効率的なサービス向上に努める。
	市 民
	年 間

	
	広報活動
	各館共通
　図書館事業・活動について、市広報、ホームページ、SNS、コミュニティFMラジオ、マスコミ等を活用して周知に努める。
	
	

	
	関係機関との
連携及び職員
の研修
	各館共通
・関係機関と連携するととみに、４図書館の連絡調整及び情報交換を密にし、市民の読書活動を推進する。
・質の高いサービスを提供できるよう、職員の研修機会を確保する。
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